
円から木酢系を和製し､その性状を検討した｡

肝細胞矧 こおいて､数柾のジヒドロジオール脱

水素群宗活性を認め､主節累はNADP+ ぉ よぴ

NAP+を和郎素とし1-インダノール､1-アセ

ナフテノールなどの脂環式アルコール類を矧 ヒし､

1枚アルコール現やヒドロキシステロイド獄を全

く酸化しない分子丑36.000の単iln体酵累であり､

ウシ肝細胞Tiのインダノール脱水京野菜と類似し

ていた｡また木酢素の1-インダノーJt,酸化反応

はorderedbibi機構に従い､活性中心近傍には

ヒスチジンおよびリジンが存在することが示唆さ

れた｡

円細胞矧 こおいて高いジヒドロジオール脱水素

酔素活性を認めた｡ しか し本酵素は分子虫約

65.000の 2丑体酵素で､胎環式アルコール類､

ヒドロキシステロイド類､ケ トステロイド獄を基

質とせず､肝において兄い出された酵素とは明ら

かに穴.なった｡

βグロビン退伝子群におけるRFLPによる

マカクの種分化と系統

HTl水宏次 (愛知コロニー発遜障雷研)

昭和60年度にニホンザルを中心にrグロビン逝

伝子領域での制限酵素にj:るDNA断片の長さの

多型(RFLP)をマカクで比較検討した｡その後

他の辺伝子領域にもRFLPの存在することが示唆

された｡多型がl0/Q以上の斯皮で生じる変異だと

すると鎌団における変異率をさらに多くのサンプ

ルで検討する必要が生じる｡本年度はインド産10

頭と中国産10頭のアカゲザルを用いてβグロビン

氾伝子群のRFLPを検討した｡現在のところ､ e

グロビン逝伝子領域のHincl部位にRFLPが､

それも中国産のものに限って認められた(ヒトの

eグロビン迫伝子-1.2kbをプローブとして使用

したところ､6頭は7.5と2.9kb､4頭は7.5kb

のバンドを示した｡ちなみに､ニホンザルでは7.

5kbのバンドのみを示した)｡サンプリングに問

朗がなければこのRFLPはアカゲザルの災田の分

布と他のマカクとの種差を考える上で好都合なマ

ーカーとなると考えられる｡

霊長類康溢動脈系の比較解剖学的研究

(1) アカゲザル(MacacamulaELa)の牌Jh

脈系

狩野啓一(℡谷砧校)

腹腔動脈の並行と分枝の様式については､ヒト

を中心に､各柾の相Jt=Hが見られろが､それJ:り末

梢の肺動脈系の研究は乏しい｡ヒトの肺動脈系の

成り立ちを知る上でも､詔長類の進化と分mを考

える上でも､詔長m全般の肺動脈系に関する比較

解剖学的観点からの研究が大切である｡

肺動脈系は､大別して､肺臓､円く大綱を含む)

肺臓の三者を栄花している｡今回は主として､肺

臓と田 ･大網への枝に関して和岱する｡

アカゲザルの切合､肺動脈は､脱腔動脈から分

枝した後､蛇行して脚矧 こ近すき､脚門の近くで

3-4本の終末動脈に分岐し､史にそれらは何本

かの細い枝に分れつつ肺門に入る｡肺臓の頭側に

入る終末動脈からは円庶部へ向う2-8本の枝が

分枝する｡肺餌の中央部に入る終末動脈からは､

胃大等の頭側部へ向う1-2本の枝が出る｡一方､

肺臓の尾側に入る終末動脈からは､8-4本の大

網枝と､1本の左胃大網動脈とが分枝する｡

左胃大網動脈は円大巧に沿って蛇行しつつ幽門

方向に走り､右円大網動脈と吻合する｡その途中

で多数の枝を円大巧へ送る｡ただし､左田大網動

脈の起始部付近と､右円大網動脈側を除くと､大

網への枝は､ほとんど存在しない｡

肺臓の外部形倍が､印によって少しずつ罪って

いるためか､脚終末動脈の分岐様式も､アカゲザ

ルと､他のマカクHiやヒヒ桝とは少しずつ宛って

いるが､その差は大きくはない｡大網つ正風脈は､

ヒトでは左日大細動脈から直角に何本もの枝が出

る型式であり､この点では､アカゲザルの型式は

カニクイザル等と同脚 こ､ヒトとは罪っている｡

肺動脈系から分枝して田底部へ分布㌻ろ動脈は､

ヒトでは､■肺動脈本幹から分枝する田肺動脈 (又

は後門動脈 )と､脚終末動脈から分枝する短円動

脈のこ掛 こ分析されるが､アカゲザルでは､肺動

脈本幹から分枝する動脈を発見することはできな

かった｡
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